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 はじめに 

 

震度情報は、地震災害が発生した際の被害の推定や、迅速かつ適切な初動態

勢・広域応援態勢の確立のために非常に重要なものです。 

平成 7 年の阪神・淡路大震災を契機として、気象庁の震度観測は、それまで

人の体感に主に基づいていたものから震度計によるものに変わるとともに、消

防庁の国庫補助事業により都道府県が震度情報ネットワークを整備するなど、

全国的な震度情報の速報体制が確立しました。 

現在、気象庁の約 600 点、地方自治体の約 2,800 点、独立行政法人防災科学

技術研究所の約 800 点、計 4,200 点余の震度計から震度情報が発信されていま

す。これらの震度情報は、防災関係機関により災害応急活動などに広く活用さ

れるだけでなく、報道機関等を通じて一般に発信され、身近な情報として広く

社会に浸透しています。 

一方、「平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震」等では、観測された震度

の大きさに比べて建物被害が少ないのではないか、震度計の設置が不適切なた

め震度が正しく観測されていないのではないか、との指摘もされました。加え

て、地方自治体による震度計の設置から 10 年以上が経過し、更新時期を迎え、

その具体的な配置基準も課題となっています。 

こうした背景を踏まえ、震度観測に関する課題を整理し、より適切な震度観

測に資することを目的として、学識経験者及び行政委員より成る「震度に関す

る検討会」（事務局：消防庁、気象庁）を設置し、平成 20 年 12 月から平成 21

年 3 月にかけて検討を進めてきました。 

本報告書はこの検討結果を踏まえて作成したもので、「気象庁震度階級関連解

説表」の改定内容、地方公共団体が設置する震度計の具体的な配置基準、震度

計の設置環境基準などについてとりまとめてあります。 

本報告書を活用していただくことで、国民一人ひとりが震度情報の意味を十

分に理解し、地震時の行動や事前の備えに役立てることができ、また、今後、

震度観測体制がよりよい姿で更新・維持され、より適切な震度情報が発表され

ることにつながることを期待しています。 

 

 

平成 21 年 3 月 
震度に関する検討会    

座長 翠川 三郎 
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